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危険ドラッグおよび関連代謝産物の有害性予測法の確立と乱用実態把握に関する研究 
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様々なフィールドにおける危険ドラッグ乱用に関するオンライン調査 

 

分担研究者：嶋根卓也（国立精神・神経センター精神保健研究所 薬物依存研究部） 
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【研究要旨】 
[研究テーマ：様々なフィールドにおける危険ドラッグ乱用に関するオンライン調査]  
[緒言] 「薬物使用に関する全国住民調査」のような一般住民を対象とした調査では得られない危
険ドラッグ乱用状況の詳細を把握するため、本研究では、音楽系の野外イベント来場者を対象と

した実態調査を行った。危険ドラッグ使用状況の実態を横断的に把握し、生涯経験率、入手方法、

使用場所、使用に伴う健康被害などを明らかにするとともに、過去データとの比較を行い、危険

ドラッグ使用経験率等の推移（2015年～2017年）をモニタリングすることを目的とする。 
[方法] 音楽系の野外イベント来場者を対象に、携帯端末を用いたオンライン調査を実施した。有
効回答数は、2015年 661名、2016年 608名、2017年 553名であった。主な調査項目としては、
危険ドラッグの生涯経験率、入手経路、使用場所、使用に伴う健康被害、指定薬物制度の周知状

況などである。 
[結果] 危険ドラッグの生涯経験率は、2015年（18.4%）、2016年（11.2%）、2017年（10.7%）と有
意な減少傾向が観察されたが、大麻や覚せい剤など他の薬物はいずれも有意な変化は認められな

かった。これまでの使用回数を「10回以上」とする者が、2015年（21.0%）、2016年（21.9%）、
2017年（29.5%）と増加傾向にあった。主な入手経路は「友人・知人から」であり、「自分の部屋」
や「友人や恋人の部屋」で使用する者が多かった。危険ドラッグ使用により、かなり具合が悪く

なった者や、救急病院や精神科を受診した者もみられた。指定薬物制度の周知率は、2015 年
（50.7%）、2016年（50.8%）、2017年（39.6%）と低下した。 
[考察] 2015年から 2017年にかけて、危険ドラッグの生涯経験率は有意な減少傾向がみられた一
方で、危険ドラッグ以外の薬物については有意な変化がみられなかった。これらの結果は、社会

問題化した危険ドラッグ問題が終息に向かっていることを裏付けるデータと考えられる。ただ

し、「指定薬物制度」の周知状況が低下していることを示すデータが得られていることから、危険

ドラッグ乱用防止に関する啓発活動は今後も継続していくことが求められる。一方、危険ドラッ

グを 10 回以上使用する「反復使用者」の割合が増加していることから、一部の危険ドラッグ使
用は、薬物依存の状態となっている可能性が考えられる。野外イベント来場者に対して、薬物依

存の理解促進を呼びかけることや、依存症拠点病院、当事者が主体となった民間支援団体（ダル

クなど）、精神保健福祉センターなどの公的施設における相談・支援の情報を提供していくこと

は、再乱用防止（特に二次予防）の観点から重要である。 
[結論] 本研究により、全国調査では得られない危険ドラッグ乱用実態の詳細を得ることができ
た。2015年から 2017年にかけての経年変化を踏まえると、危険ドラッグ問題は終息に向かいつ
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つあると考えられるが、危険ドラッグ乱用防止に対する予防啓発や、危険ドラッグ使用者に対す

る再乱用防止対策を引き続き推進する必要がある。 

 

【緒 言】 
 

第四次薬物乱用防止五か年戦略（平成 25年 8
月）および、危険ドラッグの乱用の根絶のため

の緊急対策（平成 26年 7月）が示すように、現
在、危険ドラッグ乱用者による犯罪や、重大な

交通死亡事故を引き起こす事案が後を絶たず、

深刻な社会問題となっている。 
国内における危険ドラッグの乱用状況は、一

般住民を対象とした「薬物使用に関する全国住

民調査」1) 、青少年を対象とした「飲酒・喫煙・

薬物乱用についての全国中学生意識・実態調査」
2)、薬物使用障害患者を対象とした「全国の精神

科医療施設における薬物関連精神疾患の実態

調査」3) などの全国調査が経年実施され、その

動向がモニタリングされている。しかしながら、

これらの調査は、危険ドラッグ乱用の実態把握

に特化されたものではなく、国内の薬物乱用・

依存の実態把握という大きな枠組みの中で、危

険ドラッグに関する調査項目がいくつか含ま

れているに過ぎない。したがって、これらの全

国調査から、危険ドラッグ乱用状況の詳細を掘

り下げていくには限界がある。 
本研究では、こうした全国調査では得られな

い危険ドラッグ乱用状況を把握することを目

的として、音楽系の野外イベントの来場者を対

象としたオンライン調査を実施する。危険ドラ

ッグ乱用状況の実態を横断的に把握し、危険ド

ラッグの乱用経験、入手方法、使用場所、使用

に伴う健康被害などの実態を明らかにすると

ともに、過去データとの比較を行うことで危険

ドラッグ使用経験率等の推移をモニタリング

することを目的とする。 
 

１）2015年調査（１年目） 
携帯電話やスマートフォンといった携帯端末

を用いて、危険ドラッグの乱用実態を把握する

オンライン調査システムを開発した。野外イベ

ントでのフィールド調査を通じて、効率的に危

険ドラッグ乱用状況の情報を収集することが

できた。危険ドラッグを「10回以上」使用した

者や、使用によって「かなり具合が悪くなった」

エピソードが報告されていることから、対象者

の中には、薬物依存や急性中毒のリスクが高い

者が含まれる可能性が考えられた。 

 

２）2016年調査（２年目） 

 2015年に引き続き、野外イベントでの調査を
実施した。2015年から 2016年にかけて危険ド
ラッグの生涯経験率は、有意に減少した。また、

「インターネットでの購入」のみが増加してい

ることや、周囲の乱用者が減少している結果を

踏まえると、危険ドラッグの入手が困難になっ

ている様子がうかがわれる。一方、危険ドラッ

グ使用による健康被害や、依存症に対する支援

のニーズが確認できたことから、野外イベント

でのアウトリーチ活動を通じて、相談・支援に

関する情報を提供していく必要がある。 
  

３）2017年調査（３年目） 

野外イベントでの実態調査を継続するとと

もに、3 年間の経年変化を検証した。危険ドラ
ッグの生涯経験率は、2015年（18.4%）、2016年
（11.2%）、2017 年（10.7%）と有意な減少傾向
が観察されたが、大麻や覚せい剤など他の薬物

はいずれも有意な変化は認められなかった。こ

れまでの使用回数を「10 回以上」とする者が、
2015年（21.0%）、2016年（21.9%）、2017年（29.5%）
と増加傾向にあった。主な入手経路は「友人・

知人から」であり、「自分の部屋」や「友人や恋

人の部屋」で使用する者が多かった。危険ドラ

ッグ使用により、かなり具合が悪くなった者や、

救急病院や精神科を受診した者もみられた。指

定薬物制度の周知率は、2015年（50.7%）、2016
年（50.8%）、2017年（39.6%）と低下した。 
 

【総 括】 
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2015年から 2017年にかけて、危険ドラッグ
の生涯経験率は有意な減少傾向がみられた一

方で、危険ドラッグ以外の薬物については有

意な変化がみられなかった。これらの結果

は、社会問題化した危険ドラッグ問題が終息

に向かっていることを裏付けるデータと考え

られる。ただし、「指定薬物制度」の周知状況

が低下していることを示すデータが得られて

いることから、危険ドラッグ乱用防止に関す

る啓発活動は今後も継続していくことが求め

られる。 
一方、危険ドラッグを 10回以上使用する
「反復使用者」の割合が増加していることか

ら、一部の危険ドラッグ使用は、薬物依存の

状態となっている可能性が考えられる。野外

イベントを通じた危険ドラッグ使用者に対す

る再乱用防止対策（特に二次予防）も重要で

ある。 
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